
『塩の辛さ、砂糖の甘さは学問では理解できない。だが、…。』 
校長 渡 辺 敬 方 

６月も末になり、１年の半分が過ぎようとしています。最近、コロナの感染が落ち着いてきて少し

安心できるようになりました。子供たちは、水泳授業が始まり、運動会が終わり、中学３年生と小学

６年生が楽しみにしていた修学旅行に行ってきました。多くの思い出ができたようで楽しい行事にな

りました。 

さて、「塩の辛さ、砂糖の甘さは学問では理解できない。だが、なめてみればすぐわかる。」という

言葉を聞いたことがありますか。この言葉は世界的に有名な家庭用電気器具メーカー「パナソニック」

を作った松下幸之助さんの言葉です。松下幸之助さんは、その会社を一から作り、ずっと大きく成長

させ続けたので、「経営の神様」とも呼ばれています。 

では、どうして、幸之助さんは、そのような活躍ができたのでしょう。その秘密は、たくさんあり

ますが、先ほどの言葉も秘密の一つです。塩や砂糖を見ただけで、塩の辛さや砂糖の甘さがわかりま

すか。塩の辛さや砂糖の甘さというものは、いくら頭で考え、目で見たりしてもわかるものではない

しょう。頭の中だけで考えるのではなく、まず、自分で一口なめてみる。自ら味わってみて初めて塩

や砂糖というものがわかるのです。そのような体験を通して初めて物事がわかることがたくさんあり

ます。 

先ほどの言葉で、体験することの大切さを幸之助さんは私たちに 

教えてくれています。実際に身体を動かして活動して、振り返り、 

考えることが仕事でも大切だということです。ほかにも、体験が必 

要なことがたくさんあります。体験するということはとても必要な 

ことです。その体験をする場合に大切にしてほしいことが三つあり 

ます。                             松下幸之助 氏 

 

一つ目は、その体験の目当てをしっかり持つことです。ただ、体験することだけが目的ではなく、

何のためにするのかをしっかり持つことです。そうすると計画をしっかり立て、一生懸

命に取り組めます。体験で得られたことを振り返り、他に応用することができます。 

 

二つ目は、何をするにも問いかけをもってほしいことです。五感を使って感じたことから、問いか

けを持ってほしいです。自分らしい体験をして、みんなで磨き合いの学習をしてほしい

です。 

 

三つ目は、人との出会いを大切にしてほしいことです。学校で見学の体験をさせていただくとき、

それぞれの仕事をされている方とのひびき合いを大切にしてほしいと考えます。仕事に

かける思い、生きがい、願い、汗・涙・喜びをしっかり実感することが必要です。そう

することで、その人を好きになり、生き方を誇りに思うようになります。 

  

体験の積み重ねで、将来への夢を持つことにつながります。その中で、仕事や社会へ参画すること

も考えていってほしいものです。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月１５日（木）に第１回学校運営協議会を行いました。今回の協議会では会長に木本施設長が承認さ

れ、学校経営方針や学校予算、今年度の活動等についての協議が行われました。教育委員会から管澤先生

にご出席いただきました。 

 校長から学校運営協議会の目的、学校経営方針、教育課程や学校施設について、事務職員から学校予算

について説明しました。最後に、学校とバウムハウス、スクールサポートチームの運営委員の方々と協力

しながら教育活動を進めることが確認されました。 

〈徳〉やさしく～夢を持ち続ける子の育成 

〈知〉ただしく～自ら進んで学ぶ子の育成 

〈体〉たくましく～最後までやりとげる子の育成 

 



 中学３年生が、6月 2１日～2３日の日程で修学旅

行に行ってきました。天候にも恵まれ、青森方面に

行き、見学や体験等をしてきました。 

1日目は、三内丸山遺跡に行き、勾玉作りを体験

しました。その後、美術館とアスパムに行き、アス

パムではお土産を購入しました。 

２日目は、弘前自主研修を行いました。自主研修

は、午前１０時～午後３時の５時間を計画に沿って

グループ毎に見学や食事等をしながら弘前市内を回

っていました。ホテルに戻る前にアスパムでお土産

を購入し、夕食を食べました。 

３日目は、ねぶたの家ワ・ラッセで見学、ベイエ

リアを散策、A-FACTORY でお土産を購入してま

した。子どもたちは、たくさんの思い出とお土産を

抱え帰路に着きました。 

東北の地で、たくさんの見学や体験を行い、自主

研修では、自分たちで行動することができた、楽し

い修学旅行となりました。 

３日（金）プール（小中女子１） 

授業公開週間（１２日まで） 

授業公開週間（７日まで） 

      小中部会 

４日（火）実務者会議 

 ５日（水）義務教育指導監学校経営訪問 

６日（木）指導主事訪問 

７日（金）ＡＳＯＢＩＢＡ 児童生徒会 

     白樺高等養護学校教育相談 

１０日（月）プール（中男子１） 

      新篠津高等養護学校教育相談 

      小中部会 

１１日（火）藍染体験（小） 

１２日（水）放課後学習会（中） 

１３日（木）定期テスト（中） 

      放課後学習会（中） 

      支援員・介護員研修会 

１４日（金）定期テスト（中） 

      児童生徒会 

１７日（月）海の日 

１８日（火）いのちの学習（中） 

１９日（水）巡回小劇場（小） 

       定例校長会議 

２０日（木）定例教頭会議 

      研修日 

２１日（金）修学旅行発表会（中）  

大掃除 校務部会 

２４日（月）１学期終業式 職員会議 

２５日（火）～８／１７（木）夏季休業 

２６日（水）伊達市教育実践研修会 

修学旅行でのひとコマ 
中学３年生の修学旅行の様子です。子どもたちは、

見学や体験、自主研修と意欲的に参加していました。 

 第  第１７回運動会を 6月３日（土）に行いました。

今年の運動会は、天候を心配する事なく競技をする

ことができました。今年は本当に一人一人が精一杯

自分の力を発揮し、頑張りが感じられる運動会にな

りました。そして、多くの保護者の方々やバウムハ

ウスの職員の方々、サポートチームの皆さん、来賓

の方なども応援に駆けつけていただき、子どもたち

はとても張り切っていました。 

練習では、様々な思いや不安、期待がいり交じり、

なかなかうまくいかない場面もありました。本番で

は、思いを十分に発揮できました。どの競技も接戦

で、子どもたちは最後まで力を発揮し、大きな声で

応援していました。一生懸命に競技する子どもたち

の姿は本当に素晴らしかったです。 

 応援に来てくださった皆様、本当にありがとうご

ざいました。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


